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決算審査意見書指摘事項に関する対応状況 

【令和６年度 決算審査（令和７年度実施分）意見書関係分】 

指摘事項 対応状況 課名 報告年月日 

負担金等の精算について 

 観光推進事業負担金において、年度末に精算を行い、観光協

会から余剰額を戻入されたが、精算報告書に記載されていた余

剰額が誤っており、戻入し過ぎたとのことで、本来戻入すべき

額との差額分を市が再度支出していた。担当課は精算報告書の

内容を確認することなく、精算報告書に記載された額の返納通

知書(戻入する際に使用する納付書)を交付したためこのよう

な結果に至ったと推測されるが、精算報告書には担当者はじめ

７名の決裁が押印されているにもかかわらず、誰も記載された

金額の誤りに気づかなかった。当然のことだが、精算報告書が

提出された際には、適正に事業が執行されたか内容を確認し、

数字のチェックをしたうえで、精算を行われたい。 

本件精算報告書に限らず、適正な事業執行及び数字のチェック確認は極めて、

基礎的な事務であり、かつ正確に取り扱う必要がある事項である。 

本件事案を踏まえ、あらためていかに他の業務が多忙であろうとも、正確な事

務の執行の重要性を課内で共有し、再発防止に向けて注意を徹底した。 

また管理職においても、同様に課員以上のチェックを徹底することとする。 

観光課   

 

令和 7 年 

8 月 13 日 

 

木曽川鵜飼振興事業補助金について 

  木曽川鵜飼振興事業補助金として 50,000,000円を木曽川観

光株式会社に支出し、借入金の返済、船の上げ下ろしに必要な

クレーン及び船外機の購入に充てられた。今後の木曽川観光株

式会社の事業経営に注目が集まるところだが、安定的な経営を

実現するためには、解決しなければならない課題を整理し、目

標達成に必要な具体的な数値(売上、経費、設備など)を算出し、

経営方針や目標を定めたより具体的な月次の経営計画書を作

成し、実行していくことが重要であり、市として適格な行政指

導を行っていく必要がある。また、月次損益の実績と計画との

乖離を翌月 20 日頃までには把握することも重要であり、健全

で安定的な事業経営となるよう市として今後の動向を注視し、

随時、適切な助言及び経営状況の確認を行っていかれたい。 

 

 

 

本件補助事業については、補助申請から実績報告に至るまで、適切な補助金執

行において、十分な精査と内容の確認を実施。 

今回の補助金については、一個人からの負担付寄附という事で、寄附金の使用

用途について指定があり、また木曽川観光株式会社は民間の企業ではあるもの

の、毎月開催している、鵜飼定例会の実施に合わせ、単月での売上や、事業計画

との整合性及び修正事項なども、報告いただき、木曽川観光（株）の経営状況の

把握に努め、ともに木曽川鵜飼を運営する者同士として、今後も適切な助言及び

経営状況の確認を市の立場としても、実施して行く。 

観光課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 7 年 

8 月 13 日 
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指摘事項 対応状況 課名 報告年月日 

文化財保存事業費補助金について 

 文化財保存事業費補助金として登録有形文化財に登録され

ている大島家住宅茶室の保存修理工事に 5,000,000円を交付し

ているが、補助条件として、整備後 10 年以上一般公開しなけれ

ばならないとの条件が付されている。担当課に一般公開の状況

を確認したところ、毎年４月の第一土曜日に｢雲錦茶会｣を開催

し、公開しているが、それ以外については、「通りから見て、建

物の外観だけでも見られれば、公開しているという判断であ

る。」とのことだった。一般公開とは、普段は関係者など限られ

た人しか見たり訪れたりすることができない物や場所を、広く

一般の人々にも公開することを意味する語だと解釈している

が、補助条件に規定する一般公開の定義については、補助金を

受け取る者との認識共有も含めて、明確にされたい。 

 

 

 

 

 現在、犬山市文化財保存事業費補助金交付要綱運用基準において、補助要件の

一つとして、修理完了後、継続して 10 年以上の一般公開をすることを定めてい

る。この要件については、補助金申請時に一般公開予定部分の図面の提出を求

め、認識共有を図っているところである。 

大島家住宅茶室において毎年開催されている「雲錦茶会」は、事前もしくは当日

の申し込みによりどなたでも参加可能であり、参加者は当該物件を外から見学

することができることから、一般公開の要件を満たしていることを確認した上

で、補助金を交付したところである。 

しかしながら、補助事業の更なる周知を図るため、雲錦茶会とは別に、建物の外

観を見学できる機会を設けるよう、所有者に働きかけをしている。 

この度の指摘を踏まえ、一般公開の定義が明確になるよう、犬山市文化財保存事

業費補助金交付要綱運用基準を改正する。具体的な改正内容として、一般公開と

は、補助対象とした物件の外観を、道路又は進入可能な場所から見学できること

を指すこと、この要件を満たすことが困難な物件については、建物の外観を見学

することができる機会を毎年設けることを明記する。 

 また、補助金を受け取る者との認識共有が図られるよう、補助申請書類におい

て、より具体的な記載を求めることとする。 

歴史まち

づくり課 

令和 7 年 

8 月 15 日 

 

複合機の使用方法について 

 総務課が取りまとめて契約している複合機使用料について

は、カラーはモノクロの 10 倍のコストがかかっている。令和６

年度の複合機使用料は 9,141,659 円で、前年度 8,206,440 円と

比較しても 11.4％増加しており、課によってバラつきがあると

思われるが、職員一人ひとりがカラーの効用を考え、コスト意

識を持ってコピーやプリントをし、不必要にカラーを使用する

ことがないよう複合機の使用方法等について注意喚起された

い。 

 

 

 

複合機のカラー印刷の使用状況は、令和７年７月までの４か月間と令和６年

度の同期間で比較したところ、１２４％の増加であった。（モノクロ印刷は１

０６％増） 

カラー印刷の使用状況の分析を行い、カラー印刷大量使用者へのヒアリング

を実施したところ、蝉屋長塚線整備事業の地元説明会や１８歳となった市民に

対してお祝いの手紙を送付する事業等において使用されたことが確認された。 

対外的な事業において使用されたという事実を確認したものの、ペーパーレ

スを推進する中で使用枚数が増加する傾向は看過できないため、速やかに庁内

の掲示板で、使用枚数や使用料の状況を明らかにし、カラー印刷の縮減に向け

た注意喚起を図った。 

また、毎月コスト意識を醸成する周知を図ることと併せて、使用状況を観察

し、突出して使用する職員を捕捉した場合は個別的に聞き取りを行い注意を促

す。 

総務課 令和 7 年 

8 月 15 日 

 

 

 

 

 

 

 

 


